
犀龍よ

国土交通省 大町ダム
”大町ダム管理所”の近況をお知らせする広報誌です！

令和３年１０月発行 第９０号 小太郎だよ

ダムを支える維持管理業者の紹介！ Part１

●株式会社 ＩHＩインフラ建設

＜業務概要＞

ダム用水門設備およびダム用管理設備の機能保持を目的とした設備全
般の年点検、管理運転点検、目視点検ならびに整備。

＜工夫・注意している点＞

点検時にはゲート設備が確実に動作できる状態であることを確認を行
い、少しの異常も見逃さないように注意して点検を実施。

＜やりがい＞

下流地域の安全と安心と安定した水を供給する事の一旦を担えること。 点検の様子

出典：国土交通省 北陸地方整備局 河川部 令和３年８月前線における出水の概要<<第３報 ８月３０日９時 時点>>

「晩秋の高瀬３ダム巡り」の参加者を募集します。詳細は大町ダム管理所HPを確認してください
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【令和３年８月豪雨】大町ダム等による治水効果について

■位置図 ■ダム貯留状況

●信濃川水系犀川では、令和３年８月１３日からの大雨により、中堀沢観測所において総雨量４８１mmを観測、陸郷地点（長野県生坂村）において、氾濫危

険水位を超過（観測史上第４位）する洪水を記録

●近年の堤防整備（安曇野市荻原地区（H29完成））を実施したことや、利水ダムを含めたダムの洪水貯留準備操作、大町ダム（多目的、国）、奈川渡ダムな

ど５つの利水ダム（東京電力）の連携したダム操作※により、水位を約３０cm低減させ、氾濫を回避
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大町ダム（国）、高瀬ダム・七倉ダム（東京電力RP(株)）

高瀬川筋の高瀬ダム、七倉ダム、大町ダムで
最大約150m3/sの洪水貯留効果（ダム地点）を発揮

奈川渡ダム、水殿ダム、稲核ダム（東京電力RP(株)）

梓川筋の奈川渡ダム、水殿ダム、稲核ダムで
最大約240m3/sの洪水貯留効果（ダム地点）を発揮

流入量（３ダム計）

放流量（大町ダム）

ダムへの最大流入時の
洪水貯留効果150m3/s

約600万m3の
洪水を貯留

高瀬ダム

流入量（３ダム計）

放流量（稲核ダム）

ダムへの最大流入時の
洪水貯留効果約240m3/s

約1,000万m3の
洪水を貯留

稲核ダム

おおまち たかせ ななくらながわど みどの いねこき

犀川上流ダム群であわせて約1,600万m3

（東京ドーム約13杯分）の洪水を貯留

※国土交通省からの要請を受け、発電用の空き容量等を活用して一時的に貯留

出水状況(陸郷地点8/15 8:00)

【犀川上流ダム群】

・奈川渡ダム
・水殿ダム
・稲垓ダム
・高瀬ダム
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平常時(陸郷地点8/15 8:00)
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洪水から地域の人々の生命や財産を守り、ふるさとの大切な水資源を活かす
ことが大町ダムの使命です。ダムに関するご意見やご要望もお待ちしています。

国土交通省 北陸地方整備局 大町ダム管理所

〒398-0001 長野県大町市平字ナロヲ大クボ2112-71
TEL.0261-22-4511(代) FAX.0261-22-4512 http://www.hrr.mlit.go.jp/omachi/

令和３年１０月発行 第９０号 ダムの風だより 大町ダム

ダムを支える維持管理業者の紹介！ Part２

●株式会社 建設マネジメント北陸

＜業務概要＞

ダム、貯水池及び関連施設等に関する操作、監視、データ整理、
資料作成、情報連絡等、ダム等における管理業務の支援。

＜工夫・注意している点＞

ダム管理の課題について意思疎通に努め、出水及び地震時に円滑
な対応が出来るように備えている。また、気象情報やダム諸量に
注視し、緊急時に備えての体制を整えている。

＜やりがい＞
近年、異常気象が頻発しており、時間雨量100㎜を超えるような豪雨が各地で観測されている。このような状況
下において「ダムの役割」ダム管理業務は今まで以上に重要な業務であり、地域を守るために欠かせない仕事だ
と考えている。

監視業務の様子

夏期実習生を受け入れました！【WEB開催】

新型コロナ感染対策のためＷＥＢ会議形式で、宇都宮大学
地域デザイン科学部社会基盤デザイン学科３年熊谷あすみ
さんを夏期実習生として４日間受け入れました。ダムの地
域に対する役割、ダムの平常時・非常時の点検・維持管理、
放流視、非常時の放流量の手計算算定等について、講義や
職員体験談等から学んでいただきました。

感想

今年はweb形式の夏期実習でしたが、実際に働い
ている方から講義を受けたり、座談会でお話しさ
せていただいたりしたことで得られた成果はとて
も大きかったです。夏期実習を終えて１つ1つの
業務に対する責任がとても強い仕事であると感じ
ました。

宇都宮大学地域デザイン科学部
社会基盤デザイン学科 3年 熊谷あすみ

ダムの洪水調節機能を踏まえた住民参加型訓練の実施

８月２９日、大町ダムは松川村の水害避難訓練と連動して、ダムの機能やその限界に
ついてご理解を頂くため、緊急放流やその際に提供される情報と意味、避難行動との
関係をご理解して頂く、住民参加型訓練を実施しました。

緊急放流時にのみ吹鳴を行うサイレンの吹鳴を実施。
また、堤内地（住宅地側）向けスピーカの吹鳴を行った。
堤内地向けスピーカは平成３０・３１年度での整備後、
初めての吹鳴となり、高瀬川沿線の地域住民の方々へ
緊急時の放送や警報音を体感してもらった。

放流警報設備の操作状況

【緊急放流時のサイレン・スピーカの模擬吹鳴を実施】

松川村役場首長室との
Web会議接続状況

会議実施状況【松川村役場とWeb会議を実施】
松川村役場首長室と大町ダム管
理所操作室でWeb会議による
ホットライン構築訓練を実施。
現在の流況や今後の緊急放流に
ついての模擬説明を行った。

放流警報設備
（細野警報所）

サイレン

スピーカ


